
　
人
口
が
年
々
減
少
す
る
一
方
で
、
上
昇
を
続
け
る
本
市
の
高
齢
化
率
。
1
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
も
増
加
し
て
お
り
、
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

現
状
を
踏
ま
え
、
市
で
は
、
平
成
30
年
4
月
か
ら「
第
7
期
高
齢
者
福
祉
計
画
」を
策
定
し
、

新
た
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

健康だより

　
平
成
12
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
18

年
目
と
な
る
介
護
保
険
制
度
。
こ
の
間
、
社

会
は
大
き
く
変
化
し
、平
成
30
年
4
月
現
在
、

本
市
の
高
齢
化
率
は
約
26
％
。
今
後
も
高
齢

化
率
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
、団
塊
の
世
代（
昭

和
22
年
か
ら
24
年
生
ま
れ
の
世
代
）が
75
歳

以
上
と
な
る
平
成
37
年
に
は
、
30
％
を
超
え

る
と
の
予
想
も
。
ま
た
、
現
在
65
歳
以
上
の

人
の
う
ち
約
14
％
が
介
護
認
定
を
受
け
て
お

り
、
今
後
も
要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
数
は

増
加
傾
向
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
第
6
期
計
画
を
検

証
し
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
目
指
し
、

新
た
に
第
7
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
詳
細
は
、
下
記
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で 

健
や
か
に 

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
合
う
時
代
へ

▼
問
い
合
わ
せ
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32 那須塩原市
全国

H37H32H31H30H29H28H27

～H28は栃木県毎月人口調査
Ｈ29～31はＨ27国勢調査とＨ32年推計人口
Ｈ32・37年は市総合計画「人口ビジョン」

〈参考〉下記の実績または推計により作成

[％]

26.8％

24.1％

30.2％

29.7％

高齢化率・要介護（要支援）認定者は今後も増加していくと予想されています

介護保険制度が変わりました！
　介護保険料は3年ごとに見直すこととなっており、平成30年度は見直し後の初年度に当たります。そのため、65
歳以上の介護保険料や介護サービス給付の内容が次のように変更になりました。

ポイント5　共生型サービスの創設
障害福祉事業所が介護保険事業所の指定を受けやすくな
りました。障害福祉サービスの利用者が65歳になった際
に、慣れ親しんだ事業所で利用を続けることができます。

ポイント3　一部の人のサービス利用負担が3割に
介護保険サービスの利用者負担割合は、これまで1割ま
たは2割でしたが、8月から現役並み所得がある65歳以
上の人の負担割合が3割に変更になります。
※詳細は広報なすしおばら6月20日号を確認してください。

ポイント4　要介護認定の有効期間の上限が延長
要介護認定の有効期間は、これまで最大24か月でしたが、
4月以降の申請から最大36か月となりました。

ポイント2　介護医療院の創設
要介護高齢者で長期療養が必要となった場合の生
活施設として、医療・介護などの提供を行います。

ポイント1　介護保険料が引き上げに
介護保険料は3年ごとに見直しており、介護サー
ビスに係る総費用や、65歳以上の人数に応じて
基準額が決まります。年々少しずつ高齢者の割合
が増えていることで、介護サービスにかかる総費
用が増加し、本年度から基準額が引き上げになり
ました。

65歳以上の人の介護保険料の基準額（年額）

6万1200円 6万4800円

第7期高齢者福祉計画の重点事業

平成30年4月から 本市の高齢化率の推移と将来推計

H28 H30 H32 H37
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本市の要介護（要支援）認定者数
　　　　　　の推移と将来推計

認知症の人への支援体制の整備

高齢者の多様な活動の支援

認知症初期集中支援チームの設置

シルバー人材センターの活動支援

医師や保健師などの専門職による支援チームを設置して、認知
症の人やその家族に寄り添い、早期診断・早期対応に向けて支
援をしていきます。認知症について困ったときは、最寄りの地
域包括支援センターが相談に応じます。

地域見守り支え合い体制の整備
地域住民助け合い事業
地域支え合い推進員を配置
し、地域の実情に合わせて
住民同士が互いに見守り、
助け合うための組織づくり
を支援します。

高齢者の多様な交流の場の支援
生きがいサロン推進事業の実施
地域の人材を活用し、
「地域のつながり」を作
るため、高齢者の交流
の場づくりを進めます。

シルバー人材センターで
は、高齢者の知識・経験・
能力を生かすことができる
仕事を受注し、希望に応じ
た就業機会を提供します。

認知症サポーター養成講座の開催
認知症に対する正しい知識、認知症の人
への声掛けの仕方などを学ぶ講座です。
この講座は団体などの希望を受け随時開
催しています。

生きがいサロンを運営する団体を支援します
地域の皆さんが元気で暮らすために新規で生
きがいサロンを開設してみませんか。運営団
体（自治会などに限ります）には費用の一部を
補助します。

機能訓練や通いの場を
提供します。今後は、
生活機能改善・栄養改
善などの短期集中予防
プログラムを検討して
いきます。

介護予防・日常生活支援総合事業の充実
訪問型サービス
掃除・洗濯などの日
常生活の支援を行い
ます。今後は、高齢
者ニーズに合わせた
新たなサービスを検
討していきます。

通所型サービス

在宅医療と介護の連携
医療と介護の両方を必要とする高齢者に
対し、在宅医療と介護の連携を進めます。
6月４日には「那須地区在宅医療・介護
連携支援センター」が開所しました。

地域づくり型介護予防事業の推進
通いの場でのいきいき百歳体操
「住民主体の介護
予防のための通い
の場」にいきいき
百歳体操定着のた
めの専門職を派遣
します。

百歳体操を取り入れてみませんか？
地域で集まる場、機会を作りたいがどうしたら良
いかわからない…そんなとき、いきいき百歳体操
を取り入れてみませんか。

特典①　講師の派遣（4回程度）
特典②　DVDの貸し出し

▶�募集条件　以下の条件を満たし、自主的に集まっ
て活動できるおおむね10人以上のグループ
①体操を週 1回、3カ月以上続けられる
②�椅子、DVDが観られる環境、ダンベルなどのお
もり（必要時）を自分たちで準備できる
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